
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

行事等 
掲示 

前期始業式  
入学式・歓迎会 
全国学力・学習状況調査 

花いっぱい運動 
体力テスト 
 

セレクト給食 
 

常呂みどりの学校 
学校見学会 ブックトーク 

ウィルタ文様 

運動会 前期終業式 
たのしみは（短歌） 

後期始業式 
 

オープンデー 
阿寒湖畔自然 
体験活動 

学芸発表会  中央廊下：卒業作品展 修了証書授与式 
修了式・離任式 

      目指す子供の姿に迫るための 
 プロジェクトの過程，見通し 

学びを広げ，深めていく 
子供の姿，育成する資質・能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳科 A の視点 人生を変えるのは自分(５) うばわれた自由(１) 

食事中のメール(３) 

山中伸弥先生の快挙(４)  手品師(２) 天から送られた手紙(６) 「しかみ像」に 

こめられた思い(４) 

 志を立てる(５) 

安全について考えよう（３） 

卒業に向けて(１) 東の羽生，西の村山（５） 世の中のためになることを 

したい(５) 

道徳科 B の視点 礼ぎ作法と茶道(９) ブランコ乗りとピエロ(11) 絵地図の思い出(10) 

 

ひたすらに， 

自分の心に従って(８) 

  父の言葉(７) 友達だからこそ(10) 明日香と弥生(11) 土石流の中で救われた命(８)   

道徳科 C の視点 ひきょうだよ(13)  志を得ざれば，再びこの地を踏まず(15) 

北海道の名付け親（松浦武四郎）（１７） 

祖国にオリンピックを（１７） 応援団の旗(16) 青い海を取りもどせ(14) 情報について考えよう(12) 

米百俵（１７） 

究極の理想「平和」を求めて(18)  
 

  ベトナムの人に， 

安全な水を（１８） 

西陣織を受けつぐ(1７) 

 

道徳科 D の視点  百一才の富士(21)      日本を守るために(22) 

フラスコで育てた花(20) 

六千人の命のビザ(22) その思いを受けついで（１９） 生かされている 

「大切な命」(19) 

 

 【A の視点】（1）善悪の判断，自立，自由と責任（2）正直，誠実（3）節度，節制（4）個性の伸長（5）希望と勇気，努力と強い意志（6）真理の探究 【Bの視点】（7）親切，思いやり（8）感謝（9）礼儀（10）友情，信頼（11）相互理解，寛容 
【C の視点】（12）規則の尊重（13）公正，公平，社会正義（14）勤労，公共の精神（15）家族愛，家庭生活の充実（16）よりよい学校生活，集団生活の充実（17）伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度（18）国際理解，国際親善 
【D の視点】（19）生命の尊さ（20）自然愛護（21）感謝，畏敬の念（22）よりよく生きる喜び 

学級活動 最高学年として意識 
係を決めよう 
委員会を決めよう 
安全に過ごすために 

学習センターの活用 
朝・中休みの過ごし方 

常呂みどりの学校に 
向けて 

 

運動会に向けて 
夏休みの過ごし方を
考えよう 

常呂みどりの学校を 
振り返って 
運動会に向けて 
夏休みの生活を振り
返ろう 

運動会を振り返って 
前期を振り返って 

後期を充実させよう 
学級の係を見直そう 

学芸会に向けて 学芸会を振り返ろう 
文集を作ろう 
冬休みの過ごし方 
委員会活動の引き継ぎ 

冬休みの思い出・作品 
近づく前期課程修了
～自分にできること 

日本と世界の食文化 
６送会に向けて 
感謝の気持ちを込めて 

６年間の振り返り 
中学校入学・後期課程進級
に向けて 

 

室町文化と力をつ
ける人々（社） 

武士の政治が
始まる（社） 

六
年
生
学
年
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「G
o
 fo

r it!

」 ○話し手の立場や筆者の目的に応
じて，話や文章の内容を捉え，意
見や感想を共有する活動を核と
して，自分の考えを話したり意味
のある文章を書いたりすること
を通して，自分の考えを広げ日常
生活における人との関わりの中
で伝え合う力を育む単元活動 

 

○・地域の歴史や諸課題，自己の
将来について探究していく活
動を核として，探究の過程にお
いて相手や目的に応じてわか
りやすくまとめ表現していく
ことに重点を置き内省的な考
え方を深めていくことを通し
て，自己の生き方を考えたり，
進んで実社会・実生活の問題
の解決に取り組んだりしてい
く力を育む単元活動 

 

憲法とわたしたち
の暮らし（社） 

最高学年としての
意識（学） 

１年生との 
関わり 

 

児童会活動・ 
代表委員会 

 

みどりの学校に向け
て（学） 

帰り道（国） 

人生を変えるの
は自分（道） うばわれた自由（道） 

みどりの学校 

国づくりへの
歩み（社） 

大陸に学んだ 
国づくり（社） 

土地の 
つくり（理） 

地震や火山 
と災害（理） 

生活時間をマネ

ジメント（家） 

iPadの活用（学） 

各種施設見学 

図書室・PC室の活用（学） 

こんだてを工夫して（家） 

セレクト給食 病気の予防（保） 

運 動 会 
運動ふれあい

週間 

運動ふれあい週間
に向けて（学） 

表現運動
（体） 

短距離走・リレ
ー（体） 

応援団の旗
（道） 

ひたすらに，自分の
心に従って（道） 

たのしみ
は（国） 

オープンデー 学芸発表会 

アルバム文集

製作 

修了証書授与 

北海道の歴史を探ろう（総） 

地球のたからを明日へつなげよう（総） 総 合 自 由 学 習（総） 

北斗遺跡・博物館見学・
土器づくり体験 

聞いて，考えを深
めよう（国） 

体つくり 
運動（体） 

阿寒湖畔自然体験学習（食害防止ネット張り） 

全国統一への
動き（社） 

進級を祝う会 

幕府の政治と人々
の暮らし（社） 

新しい文化と
学問（社） 

生き物と食べ物・
空気・水（理） 

持続可能な社会を生きる（家） 

共に生きる地域
での生活（家） 

たたら製鉄体験学習 

明治の新しい国
づくり（社） 

人の生活と 
自然環境（理） 

ものの燃え方と
空気（理） 

聞いて，考えを深める（国） 

帰り道（国） 

やまなし（国） 

森へ（国） 

後期を充実させ
よう（学） 学芸会に向けて（学） 

豊かな表現を求めて（音） 

わたしの大切な風景（図） 

表現運動（体） 

よりよい社会
の実現へ（道） 

大切にしたい
言葉（国） 

将来の夢（図） 

-これからの自分づくりプロジェクト- -北海道の歴史発見プロジェクト- 

各種施設見学 
（みどりの学校） 

近づく前期課程修了 
～自分にできること（学） 

進級式に向けて（学） 

卒業に向けて（道） 志を立てる（道） 

生活と行事１プロジェクト 

：達成目標話合い・目標設定 

 

ゴール型（体） 

リレー（体） 
ネット型（体） 

第１期で目指す「Ｌｓ・Ｆｓ発揮」の姿 

●学校生活の改善や向上に目を向け，学

校全体の集団をまとめようとする姿 

●相手の思いを受け止めて聞いたり，相

手の立場や考え方を理解したりして，

多様な意見のよさを積極的に生かし

て合意形成を図り実践する姿 

 

 

第２期で目指す「Ｌｓ・Ｆｓ発揮」の姿 

●自分の生活を見直すなどして日常の

生活や学習についてより高い目標を

立て，粘り強く努力する姿 

●自分たちで決めた集団の活動目標を

大切にし，活動を振り返り，改善しな

がら達成しようとする姿 

 

第３期で目指す「Ｌｓ・Ｆｓ発揮」の姿 

●互いに信頼し支え合い，楽しく豊かな学級や学校の生

活づくりに主体的に参画する姿 

●自他の特徴について気付きよいところを伸ばし合う姿 

●出された意見を基にして，組み合わせたり，よいとこ

ろを取り入れて新たな考えを生み出したりするなど創

意工夫を生かして合意形成を図る姿 

 

第４期で目指す「Ｌｓ・Ｆｓ発揮」の姿 

●自分の役割や責任などについての自覚を深める姿 

●希望や目標をもって生きることや，自分の将来を描き，

その実現のために学習することの意義を自覚する姿 

●学習の見通しや振り返りの大切さ，適切な情報の収集

や活用の仕方について考え，主体的に学習に取り組む

姿 

 

○学年・学級経営の重点 
●第１期：学年・学校全体に目を向

け，立場を変えて想像することが
できる 

●第２期：問題を自分事として受け

止め，実現可能な解決方法を決め，
ねばり強く努力することができる 

●第３期：多様な意見のよさを積極

的に生かして合意形成を図り，実
践していくことができる 

●第４期：自他のよさを伸ばし合い，

仲間と生活をよりよくすることが
できる 

 

運動会に向
けて（学） 

笑うから楽
しい（国） 

座談会 

狂言 柿山伏／柿山伏について（国） 古典芸能の世界（国） 

委員会引継ぎ 
後期課程入選 

近づく前期課程修了 
～自分にできること（学） 

前期課程修了
記念作品展 

振り返り
（学） 

振り返り
（学） 

振り返り
（学） マット運動 

跳び箱運動
（体） 

振り返り

（学） 

サイエンスルーム 

○集団や社会の形成者としての
「見方・考え方」を働かせた学
校行事における活動を核とし
て，集団や自己の生活上の諸
課題を見いだし，解決するた
めの話合い・合意形成・意思決
定をしていくことを通して，
互いのよさや可能性・個性・
価値観を受け入れ，協働的に
よりよい生活・自分の生き方
をつくろうとする態度を育む
単元活動 

生活と行事１プロジェクト 

：振り返り 

 

地域学１・生活と行事２プロジェクト 

：達成目標話合い・目標設定 

 

地域学１・生活と行事２プロジェクト 

：振り返り 

 

生活と行事３プロジェクト 

：達成目標話合い・目標設定 

 

生活と行事３プロジェクト 

：振り返り 

 

地域学２プロジェクト 

：達成目標話合い・目標設定 

 

地域学２プロジェクト 

：振り返り 

 

生活と行事４プロジェクト 

：達成目標話合い・目標設定 

 

生活と行事４プロジェクト 

：振り返り 

 

地域学３・生活と行事５プロジェクト 

：達成目標話合い・目標設定 

 

地域学３・生活と行事５プロジェクト 

：振り返り 

 

- --互いを理解し合おうプロジェクト- 
私と本（国） 
森へ（国） 

時計の時間と心の時間（国） 
主張と事例（国） 

帰り道
（国） 

私たちに 
できること（国） 

-考えを伝え合おうプロジェクト- 

私と本（国） 
森へ（国） 

やまなし（国） 
イーハトーブの夢（国） 

『鳥獣戯画』を読む（国） 
日本文化を発信しよう（国） 

柿山伏（国） 

思い出を言葉に（国） 

中学校へつなげよう（国） 
生きる（国） 

今，あなたにかんがえてほしいこと（国） 
海の命 
（国） 

メディアと人間社会（国） 
大切な人と深くつながるために（国） 

平和で豊かな暮ら
しを目指して（社） 

日本とつながりのあ
る国々（社） 

電気の 
利用（理） 

地震や火山の 
災害（理） 

志を得ざれば， 

再びこの地を踏まず（道） 

・
自
分
の
生
活
見
直
す
な
ど
し
て
日
常
の
生
活
や
学
習
に
つ
い
て
自
身
の
目
標
，
集
団
の
目
標
を
大
切
に
し
，
活
動
を
振
り
返
り
改
善
し
な
が
ら
粘
り
強
く
努
力
す
る
姿 

・
友
達
と
互
い
に
信
頼
し
，
学
び
合
い
，
友
情
を
深
め
，
人
間
関
係
を
築
き
な
が
ら
楽
し
く
豊
か
な
学
級
や
学
校
の
生
活
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
画
す
る
姿 

・
よ
り
価
値
や
意
味
の
あ
る
課
題
を
見
い
だ
し
，
解
決
の
た
め
の
明
確
な
視
点
を
も
っ
て
追
究
し
，
自
分
ら
し
く
表
現
す
る
中
で
，
自
己
の
学
び
を
確
立
し
て
い
く
姿 

・
自
他
の
よ
さ
を
見
つ
け
合
う
喜
び
を
感
得
す
る
と
と
も
に
，
自
己
の
成
長
を
振
り
返
り
，
自
己
の
よ
さ
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
意
欲
を
も
つ
姿 

  

持続可能な社会を
生きる（家） 

聞いて，考えを深
めよう（国） 

近づく前期課程修了 
～自分にできること（学） 

今，私は， 
ぼくは（国） 

-北海道の未来づくりプロジェクト - 

-共に成長しようプロジェクト- 
～１年生の成長を支えよう～ ～下級生の思いを受け入れよう～ ～自分たちで決めた目標を達成しよう～ 

-６年生全員で「最高」をつくろうプロジェクト- -思い出に残る最後をつくろうプロジェクト- 

人口減少に立ち向かう 
まちづくり（釧路市出前講座） 

大学生よさこい指導（体） 

アイヌ文化講話（総） 

私たちにでき
ること（国） 



〇「自分史をつくろう～自然環境編～」（総） 

 


